
 

 

テーマ「地域福祉」 

 

（１）地域福祉 

 【現状と課題】 

 ○ 国は、制度・分野ごとの「縦割り」や、支え手、受け手という関係を超えて、地域住民

や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて

「丸ごと」つながることにより、住民一人ひとりの暮らしや生きがいをともに創っていく

「地域共生社会」の実現を目指している。 

○ 本市では、民生委員・児童委員による相談支援や、社会福祉協議会と連携しながら、地

域交流サロンの開催やボランティアの活動支援、市民後見人の養成による権利擁護など、

地域福祉活動の充実に取り組んできている。 

○ しかしながら、少子高齢化や核家族化の進行に伴い、身寄りのいないひとり暮らしの高

齢者や認知症高齢者が増加傾向にある。 

○ 今後は、地域のボランティア活動等への支援を通じて、高齢者や障害者など、日常生活

に不安や悩みを抱えている人たちの交流の促進や権利擁護の充実をはかるとともに、地域

住民や企業、関係団体等の地域活動への参加を促進しながら、ともに支え合う地域社会づ

くりをすすめることが必要となっている。 

 

【第六期帯広市総合計画における主な取り組み】 

○ 民生委員・児童委員による相談支援 

○ 地域交流サロンの活動促進 

○ 市民後見人の養成、成年後見支援センターの運営 

○ グリーンプラザの維持管理 

○ ボランティアセンターの運営支援 

○ 地域福祉計画の推進 

  

 【今後の取り組みの方向性】 

  ○ 高齢者、障害者、子どもなど多世代の人々が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、

地域に暮らす市民や関係する団体等がつながり、支えあいながら、地域福祉の推進をはか

る。 
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成果指標による判定 ａ

２．成果指標の実績値に対する考え方

　「地域交流サロンの参加者数」は、前年に比べ754人減少しましたが、目標値を上回りました。
　「ボランティアセンター登録者数」は、前年に比べ182人減少しましたが、目標値を上回りました。

高齢化に伴う退会者がいるものの、東日本大震災や昨年発生した台風10号に伴う災害などを機にボ
ランティアへの関心が高まっていることが主な要因と考えます。

2
 ボランティアセンター
 登録者数

人

3,816

ａ

3,616

1
 地域交流サロンの参
 加者数

人

21,571

ａ

14,500

H28(目標)
成果指標 単位

H28(実績)
判定 実績値の年次推移

施策の目標
市民、福祉団体、ボランティア団体などと行政の協働により、ともに支え合う地域
福祉の環境づくりをすすめます。

１．成果指標による判定

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 2

政策 2-2 やすらぎのあるまちづくり

関   係   部
施策施策施策施策 2-2-12-2-12-2-12-2-1 地域福祉地域福祉地域福祉地域福祉のののの推進推進推進推進

健康でやすらぐまち
評価担当部 保健福祉部

評価日　　平成　22　年　 8　月　10  日
更新日　　平成　22　年　  　月　   日

平成29年度  施策評価表

9,318 

13,736 
15,713 

18,480 18,850 20,251 

21,044 22,325 21,571 
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8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

H19 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H31

3,435 

2,291 3,280 3,442 

3,794 3,871 3,925 3,998 3,816 

3,700 

2,000

3,000

4,000

5,000

H17-19 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H31

実績値

目標値

（基準） （目標）

（基準） （目標）

50
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４．市民実感度調査結果に対する考え方

市民実感度は、「そう思う」と「ややそう思う」の合計回答数の割合が72.2％となっており、中位（上位）
にあります。市民や関係団体との協働による地域交流サロンの設置やボランティア活動の促進など、住
み慣れた地域の中で安心して暮らすことのできる環境づくりに取り組んでいることなどが、一定程度市民
に評価されたものと考えます。

一方で、「そう思わない」と「あまりそう思わない」を選んだ理由としては、「地域住民の互いに支え合う
意識が低いから」の割合が最も高くなっています。全国的な傾向でもある少子高齢化や核家族化の進
行に伴う地域社会における人間関係の希薄化が要因として考えられます。

市民実感度（加重平均値）

H29 年次推移

2.910

市民実感度による判定 ｂ

ｄ その他 21 11.3%

有効回答数 186 －

ｂ 不安や心配事を地域で相談できるところがないから 34 18.3%

ｃ 福祉ボランティアの活動が活発でないから 10 5.4%

上記の回答で3（あまりそう思わない）または4（そう思わない）を選んだ理由
H29

回答数 構成比

ａ 地域住民の互いに支え合う意識が低いから 121 65.1%

無回答 22 2.8%

合計回答数 786 －

3 あまりそう思わない 164 20.9%

4 そう思わない 33 4.2%

そう思う 161 20.5%

2 ややそう思う 406 51.7%

設問 地域の支え合いにより、安心して暮らせる

回答
H29

回答数 構成比

1

３．市民実感度による判定

20.5 

51.7 

20.9 

4.2 

2.8 

0 25 50 75 100

2.682 2.847 2.764 2.766 2.824 2.813 2.912 2.910 

1.000

1.750

2.500

3.250

4.000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

上位

中位（上位）

中位（下位）

下位

51
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地域共生社会が求められる社会背景 

 

出典︓第１回「我が事・丸ごと」地域共⽣社会実現本部 資料（平成２８年７⽉１５⽇開催） 
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に
お

け
る

包
括

的
な

支
援

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
（
法

第
1

0
6
条

の
３

第
１

項
関

係
）
（

P
1

3
～

2
8
）

 


地

域
福

祉
に

関
す

る
活

動
へ

の
地

域
住

民
の

参
加

を
促

す
活

動
を

行
う

者
に

対
す

る
支

援
 


地

域
住

民
等

が
相

互
に

交
流

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
拠

点
の

整
備

 


地
域

住
民

等
に

対
す

る
研

修
の

実
施

 


地

域
の

課
題

を
地

域
で

解
決

し
て

い
く
た

め
の

財
源

等
（地

域
づ

く
り

に
資

す
る

事
業

の
一

体
的

実
施

、
共

同
募

金
に

よ
る

テ
ー

マ
型

募
金

、
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

、
SI

B
、

ふ
る

さ
と

納
税

、
社

会
福

祉
法

人
に

よ
る

地
域

に
お

け
る

公
益

的
な

取
組

、
企

業
の

社
会

貢
献

活
動

と
の

協
働

等
）

 

１
 

「
住

民
に

身
近

な
圏

域
」に

お
い

て
、

地
域

住
民

等
が

主
体

的
に

地
域

生
活

課
題

を
把

握
し

解
決

を
試

み
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

の
整

備
に

関
す

る
事

項
 

（
法

第
10

6条
の

３
第

１
項

第
１

号
関

係
）

 

＜
P

1
3
～

22
＞

 


地

域
住

民
の

相
談

を
包

括
的

に
受

け
止

め
る

場
の

整
備

（担
い

手
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
、

地
域

で
協

議
）

 
例

１
：
地

域
住

民
に

よ
る

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
社

会
福

祉
協

議
会

の
Ｃ

Ｓ
Ｗ

が
専

門
的

観
点

か
ら

サ
ポ

ー
ト

す
る

方
法

 

例
２

：
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

ブ
ラ

ン
チ

を
拠

点
と

し
た

相
談

窓
口

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

民
生

委
員

等
と

協
働

し
て

い
く
方

法
 

例
３

：
自

治
体

等
に

お
い

て
各

種
の

相
談

窓
口

を
集

約
し

、
各

専
門

職
が

地
域

担
当

と
し

て
、

チ
ー

ム
で

活
動

し
て

い
く
方

法
 

例
４

：
診

療
所

や
病

院
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
な

ど
が

退
院

調
整

等
だ

け
で

な
く
、

地
域

の
様

々
な

相
談

を
受

け
止

め
て

い
く
方

法
 


地

域
住

民
の

相
談

を
包

括
的

に
受

け
止

め
る

場
の

周
知

（担
い

手
、

場
所

、
役

割
等

）
 


地

域
の

関
係

者
（民

生
委

員
・児

童
委

員
、

保
護

司
等

）等
と

の
連

携
に

よ
る

地
域

生
活

課
題

の
早

期
把

握
 


地

域
住

民
の

相
談

を
包

括
的

に
受

け
止

め
る

場
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

の
構

築
（３

の
支

援
体

制
と

連
携

）
 

２
 

「
住

民
に

身
近

な
圏

域
」に

お
い

て
、

地
域

生
活

課
題

に
関

す
る

相
談

を
包

括
的

に
受

け
止

め
る

体
制

の
整

備
に

関
す

る
事

項
 

（
法

第
10

6条
の

３
第

１
項

第
２

号
関

係
）

 

＜
P

2
2
～

25
＞

 


複

合
的

で
複

雑
な

課
題

等
の

解
決

の
た

め
、

支
援

関
係

機
関

が
支

援
チ

ー
ム

を
編

成
し

、
協

働
し

て
支

援
 


そ

の
際

、
協

働
の

中
核

を
担

う
機

能
が

必
要

（担
い

手
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
、

地
域

で
協

議
）

 
＜

展
開

の
例

＞
 

・
 

地
域

づ
く
り

や
、

働
く
場

や
参

加
す

る
場

の
創

出
を

意
識

し
た

相
談

支
援

体
制

は
、

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
制

度
の

自
立

相
談

支
援

機
関

が
福

祉
以

外
の

分
野

と
つ

な
が

り
な

が
ら

、
中

核
を

担
う

場
合

が
多

い
。

 

・
 

個
別

支
援

を
中

心
に

展
開

す
る

体
制

は
、

住
民

に
身

近
な

圏
域

に
あ

る
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
な

ど
が

地
域

住
民

と
顔

の
見

え
る

関
係

を
つ

く
り

な
が

ら
中

核
を

担
う

場
合

に
見

ら
れ

る
。

 
・
 

庁
内

外
の

連
携

体
制

の
構

築
や

情
報

共
有

の
仕

組
み

づ
く
り

は
、

自
治

体
が

組
織

体
制

の
見

直
し

を
含

め
て

体
制

整
備

に
着

手
 


支

援
に

関
す

る
協

議
及

び
検

討
の

場
（既

存
の

場
の

拡
充

、
新

た
な

場
の

設
置

等
）

 


支
援

を
必

要
と

す
る

者
の

早
期

把
握

（２
の

体
制

や
地

域
の

関
係

者
、

関
係

機
関

と
の

連
携

）
 


地

域
住

民
等

と
の

連
携

（公
的

制
度

に
よ

る
支

援
と

地
域

住
民

・ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
の

協
働

）
 

３
 

多
機

関
の

協
働

に
よ

る
包

括
的

な
相

談
支

援
体

制
の

構
築

に
関

す
る

事
項

 
 

（
法

第
1

06
条

の
３

第
1項

第
３

号
関

係
） 

＜
P

2
5
～

28
＞

 

住 民 に 身 近 な 圏 域 （※ ） 市 町 村 域  

４
 

市
町

村
に

お
け

る
包

括
的

な
支

援
体

制
の

整
備

に
対

す
る

都
道

府
県

の
支

援
に

つ
い

て
 

＜
P

2
8
＞

 

都 道 府 県 域  


単

独
の

市
町

村
で

は
解

決
が

難
し

い
課

題
を

抱
え

る
者

等
（医

療
的

ケ
ア

児
、

難
病

・が
ん

患
者

、
配

偶
者

か
ら

の
暴

力
を

受
け

た
者

、
刑

務
所

出
所

者
等

）へ
の

支
援

体
制

を
市

町
村

と
連

携
し

て
構

築
 


都

道
府

県
域

で
推

進
し

て
い

く
独

自
施

策
の

企
画

・立
案

、
市

町
村

間
の

情
報

共
有

の
場

づ
く
り

、
市

町
村

へ
の

技
術

的
助

言
 

（
※

）
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

異
な

る
と

考
え

ら
れ

、
地

域
で

協
議

し
、

決
め

て
い

く
過

程
が

必
要

 


１

か
ら

３
は

、
地

域
に

お
い

て
必

要
と

な
る

機
能

・取
組

を
示

し
た

も
の

で
あ

り
、

同
一

の
機

関
が

担
う

こ
と

も
あ

れ
ば

、
別

々
の

機
関

が
担

う
こ

と
も

あ
る

な
ど

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

様
々

な
方

法
が

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
「
点

」と
し

て
個

々
に

実
施

す
る

の
で

は
な

く
、

「面
」と

し
て

連
携

さ
せ

て
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
 


地

域
福

祉
計

画
の

策
定

プ
ロ

セ
ス

な
ど

も
活

用
し

た
、

関
係

者
の

総
意

と
創

意
工

夫
に

よ
る

市
町

村
に

お
け

る
包

括
的

な
支

援
体

制
の

具
体

化
・展

開
を

期
待

。
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高
齢
者

 
 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 
［
地
域
医
療
介
護
確
保
法
第
２
条
］ 

 
 

 
 
【高
齢
者
を
対
象
に
し
た
相
談
機
関
】 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

子
ど
も
・
子
育
て

家
庭

 
 

【子
ど
も
・子
育
て
家
庭
を
対
象
に
し
た
相
談
機
関
】 

地
域
子
育
て
支
援
拠
点

 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

等
 

課
題
の
複
合
化

 

制
度
の
狭
間

 

・
高
齢
の
親
と
無
職
独
身
の
５
０
代
の
子
が
同
居
（
８
０
５
０
）
 

・
介
護
と
育
児
に
同
時
に
直
面
す
る
世
帯
（ダ
ブ
ル
ケ
ア
）
 
等

 

⇒
各
分
野
の
関
係
機
関
の
連
携
が
必
要

 

・
い
わ
ゆ
る
「
ご
み
屋
敷
」
 

・
障
害
の
疑
い
が
あ
る
が
手
帳
申
請
を
拒
否

 
等

 

土
台
と
し
て
の
地
域
力
の
強
化

 
「他
人
事
」で
は
な
く
「我
が
事
」と
考
え
る
地
域
づ
く
り

 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制

 

生
活
困
窮

者
支
援

 

「必
要
な
支
援
を
包
括
的

に
確
保
す
る
」と
い
う
理
念

を
普
遍
化

 

「必
要
な
支
援
を
包
括

的
に
確
保
す
る
」と
い

う
理
念
を
普
遍
化

 ○
既
存
の
制
度
に
よ
る
解
決
が
困
難
な
課
題

 

 

障
害
者

 
 

地
域
移
行
、
地
域
生
活
支
援

 
 

【障
害
者
を
対
象
に
し
た
相
談
機
関
】 

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 
等

 

共
生
型

サ
ー
ビ
ス
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【
生
活
困
窮
者
】

 
 
相
談
窓
口
：
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」

 
 

等
 

【
こ
ど
も
・
子
育
て
家
庭
】

 
 
相
談
窓
口
：
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

 

 
 

 
 

 
 
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
内
６
か
所
）

 

 
 

 
 

 
 
母
性
相
談
室

 

 
関
係
機
関
連
携
：
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

 

 
（
情
報
共
有
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
等

 

【
障
害
児
・
者
】

 
 
相
談
窓
口
：
十
勝
障
が
い
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
（
そ
の
他

 
相
談
支
援
事
業
委
託

 
市
内
４
か
所
）

 

 
関
係
機
関
連
携
：
地
域
自
立
支
援
協
議
会

 

 
（
情
報
共
有
）

 
障
害
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
等

 

【
高
齢
者
】

 
 
相
談
窓
口
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
内
８
か
所
）

 

 
関
係
機
関
連
携
：
在
宅
医
療
・
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

 

 
（
情
報
共
有
）

 
生
活
支
援
・
介
護
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

 

 
 

 
 

 
 

 
 
認
知
症
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

 

 
 

 
 

 
 

 
 
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
等

 

【
そ
の
他
】

 
関
係
機
関
連
携
：
き
づ
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

 
 

 
 

 
 

 
若
者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

 

等
 

個
々
の
案
件
ご
と
に

 

必
要
に
応
じ
て
連
携

 

＜
地
域
交
流
の
場
＞

 

 
地
域
交
流
サ
ロ
ン

 

 
認
知
症
カ
フ
ェ

 

 
プ
ラ
ザ
六
中

 
 
等
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